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1．はじめに  

度として定量化する点に特徴がある・一対比較に用いるスケールは，重要度や整合度（C．Ⅰ．）   
と密接な関係があり，人間の感覚を如何にうまく捉えることができるかと言う観点から，こ   
れまでにさまざまなスケールが提案されているが，その有効性に関して理論的な評価を下す   

のは極めて困難である．   
そこで本研究では，一対比較に用いるスケールとして線型スケールと指数スケールをとり   
上げ，ランダムに構成したサンプルと，意思決定主体のバイアスがかかったサンプルの，2  

・  

・ 

と 

2．スケールの定義   
一対比較に用いるスケールは，評価項目に対する対比較の結果をreciprocalな一対比較値に  

警讐貫諾警器誓認諾毒題認諾と警欝麺顔妄言ヂ＝0）とする （ 
｛
 
 右，∴こ二i，0，1，…，た）に対して，  ご壷ブ∈   

・線型スケールん（諾塵ブ；C）‥  

〈  
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（c：任意の正の定数），  九（∬壷ブ；C）＝   
（1）  

・指数スケールわ（巧打m）：  

ル（句；m）＝m瑚（m：1以上の任意の定数），  

と定義する．  

（2）  

、  て，S姐tyの線型スケールん  
る  

短  

におい  

響を与え  

きの，九  
が等しく  

上8 
（1・頼）血＝上8mご血  

（3）  

（3）よりm＊の近似値としてm＊＝1・3945が得られる・以下・断りのない限りん（∬iブ；1）  

，わ（句；mりを単に九，わと表す・  

3．検証結果（意思決定主体のバイアスがかかったサンプルについて）  
i：C．Ⅰ．について  

も 

Ⅰ．， 
る傾向があることが判った．  
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蓑1：C．Ⅰ．の分布  

1％   302   21．43％   379   26．90％   

3％   430   30．52％   549   38．96％   

5％   599   42．51％   717   50．89％   

7％   657   46．63％   731   51．88％   

10％   787   55．86％   932   66．15％   

15％   949   67．35％   1016   72．11％   

20％   1029   73．03％   1106   78．50％   

25％   1102   78．21％   1195   84．81％   

100％   1409   100．00％   1409   100．00％   

ii：重要度の序列変動について  
表2に示したように，同一のサンプルについて，C：0≦c≦10，γn：1≦m≦3の範囲でパラ  

表2：重要度の序列が変動したサンプル数と比率  

1％   302  0   0％   379  0   0％   
3％   430  口  0．2326％  549  0   0％   
5％   599  2  0．3339％  717  0   0％   
7％   657  3  0．4566％  731  0   0％   
10％   787  4  0．5083％  932  0   0％   
15％   949  4  0．4215％  1016  6  0．5906％   

20％   1029  5  0．4859％  1106  16  1，447％   

25％   1102  9  0．8167％  1195  18  1．506％   
100％  1409  57  4．045％  1409  43  3．052％   

iii：判別性能について  

こ 

，l′ 

化＜叩となるサンプルが多いことからルの方が判別性能が高いことが判った．  

表3：判別性能の比較  

33．92％   

γム＝町P   γム＞ひP  469      247  16．68％  〃ム＜町P  693  49，40％   
し対比較行列をランダムに構成した場合のC・1・の借を昇帯の順で見たときの，上位1％～25％のC．Ⅰ．の値を基準点とした．  

－197－   
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




